
ホタテ貝殻セラミックスの抗菌機能について
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行った (H13.7.4読売新聞)。

ここでは,ホタテ貝殻セラミックスの大腸菌,責色ブ

ドウ球菌,サルモネラ菌,水虫菌 (白癬菌),MRSAに 対
する抗菌効果について報告する。

2.実 験 方 法

ホタテ貝殻セラミックスは,ホ タテ貝殻 を粉砕 し,
1050°Cで,3時間,特殊な方法で焼成した粉末である。ホ

タテ貝殻セラミックス水溶液は,pH 127で ,蒸留水中に

溶けるホタテ貝殻セラミックスの濃度は 015%程度で

ある。

2.1 大腸菌と黄色ブ ドウ球画の抗菌試験

大腸菌 (aσ力ι知渤ヵ θ。″)と 責色ブドウ球菌 岱物―

少妙′οθοεθクSαク紀2d)に対する抗菌作用を調べるために,

大腸菌培養液にホタテ貝殻セラミックス水溶液を加えて

保温培養 した。ホタテ貝殻セラミックス水溶液 は,

pH 12,7で ある。試験液は,生理食塩水とホタテ貝殻セラ

ミックス水溶液を用意した。LB寒天平板培地を使用し,
培養温度は 37°Cである。それぞれの培養液中での菌の生

存率について,経過時間後での値を求めた。

2.2 サルモネラ菌の抗菌試験

サルモネラ菌 (肋婉οη房励θ力ο力解gs2λ )に対する抗菌

試験は大腸菌の試瞼と同様な条件で行った。

2.3 水虫菌 (白癖菌)と ミュータンス菌の抗菌試験

培地は,マルツエキス寒天平板培地とホタテ貝殻セラ

ミックス水溶液添加のマルツエキス寒天平板培地を使用
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1.  は じ め に

ホタテ貝は,東北,北海道地域で産出され, これに伴
い年間約 21万 トンのホタテ貝殻が廃棄されている。

年々,廃棄される貝殻の量が増加し,廃棄物処理の問題
が生じている。青森県においても,陸奥湾におけるホタ

テ貝の養殖に伴い年間約 5万 トンものホタテ貝殻が廃棄

されている。ホタテ貝殻は野積みの状態で大量に廃棄さ

れ,青森県内だけでも約 70万 トン以上の量が野積みされ

ていると推定されている。餌は自然界のプランクトンで

あるため低コストであり,今後,ホタテ貝の養殖が盛ん
となれば,ま すます廃棄量は増加すると推定される。こ

れらのことから,廃棄されているホタテ貝殻を有効利用

するため,長年の進化の過程で得た合理的な貝殻の構造

とその機能性を工学的に応用する目的で研究を行ってき

た1九 2】 9光 0。

牛乳による食中毒事件や O-157に よる食中毒に代表

されるように,科学技術と食文化が進歩した社会におい

て食中毒は一向に板少せず多くの被害が毎年発生してい

る。米国では,靴生活のため,1億 2千万人もの水虫患者

がおり,日本でも2500万人の患者が存在する。メチシリ

ン耐性責色ブドウ球菌による院内感染が社会問題となっ

ている。日本小児科学会は新生児施設の院内感染対策に

ついて,「MRSAの完全な排除は困難」として,MRSAの
存在を前提とした共存対策を呼びかける異例の発表を
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